
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ペ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）

　
　
　
　
　
　
　
－
第
二
Ｉ
回
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
を
中
心
と
し
て
ー

は
じ
め
に

利
　
光
　
正
　
文

　
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
す
る
マ
カ
ッ
サ
ル
の
イ
ス
ラ
ム
化
は
一
七
世
紀
の
初
頭
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
世
紀
を
通
じ
て
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ

全
体
に
イ
ス
ラ
ム
が
浸
透
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
で
も
最
も
イ
ス
ラ
ム
色
の
濃
い
地
域
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
地
に
イ
ス
ラ
ム
の
改
革

運
動
が
到
来
す
る
の
は
二
〇
世
紀
初
め
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
改
革
団
体
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
運
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
。

　
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
は
、
一
九
二
六
年
に
設
立
さ
れ

い

。
一
九
コ
ー
年
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
古
都
ジ
ョ
ク
ジ
″
カ
ル
タ
に
、

ア
フ
マ
ド
＝
ダ
フ
ラ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
、
組
織
を
拡
大
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。
先
ず
、
そ
の
地
に
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
な
り
団
体
が
出
現
す
る
。
小
は
大
に
吸
収
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
し
だ
い
に
大
き
な
組
織

と
な
っ
て
行
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
運
動
の
牽
引
車
と
な
る
人
物
が
現
わ
れ
、
組
織
を
り
Ｉ
ド
し
つ
つ
、
そ
の
支
持
基
盤
の
拡
大
を
図
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
中
央
本
部
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
お
互
い
の
接
触
が
始
ま
る
。
両
者
の
理
念
が
合
致
す
れ
ば
、

あ
と
は
支
部
設
立
の
た
め
の
条
件
作
り
の
み
と
な
る
。
こ
う
し
て
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
支
部
が
誕
生
す
る
。
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
も
そ
の
例
外

で
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
六
年
に
成
立
し
た
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
の
、
そ
の
後
の
発
展
は
か
な
り
順
調
で
あ
っ
た
。
そ
の
土

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

地
柄
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
と
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
相
性
は
よ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
地
に
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
支

部
や
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ワ
以
外
の
地
で
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
（
西
ス
マ
ト

づ
）
に
次
い
で
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
勢
力
の
強
い
と
こ
ろ

と
な
る
。
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
に
お
け
る
初
期
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
ピ
ー
ク
は
、
一
九
三
二
年
に
開
か
れ
た
ム
バ
マ
デ
ィ
ヤ
・
マ
カ
ッ
サ
ル

大
会
で
あ
ろ
う
。
Ｔ
几
コ
ー
年
よ
り
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
火

皿

は
、
一
九
三
〇
年
、
初
め
て
ジ
″
ワ
島
外
の
地
ブ
キ
テ
ィ

ン
ギ
（
西
ス
マ
ト
ラ
）
で
開
催
さ
れ
、
翌
年
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
戻
っ
た
も
の
の
、
次
の
年
に
は
、
マ
カ
ッ
サ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
全
国
大
会
開
催
に
は
、
後
述
す
る
が
、
そ
の
準
備
に
か
な
り
の
時
間
と
費
用
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
大
会
開
催
に
は
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
会
員
や
そ
の
支
持
者
に
大
き
な
自
信
を
植
え
つ
け
た
こ
と
も
確
か
で
、
大
会
の
成

功
に
よ
り
、
マ
カ
ッ
サ
ル
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
。

　
次
に
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
ム
ハ
マ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ヤ
の
活
動
家
カ
ハ
ル
目
‥
ム
ザ
ッ
カ
ー
ル
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
ダ
ル
ル
・
イ
ス
ラ
ム
反
乱
で
あ
る
。
西
ジ
″
ワ
、
西
ス
マ
ト
ラ
、
南
ス
ラ

ウ
ェ
シ
で
起
こ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
国
家
（
ダ
ル
ル
・
イ
ス
ラ
ム
）
樹
立
を
め
ざ
す
反
乱
は
、
独
立
後
間
も
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
、

混
乱
に
Ｉ
そ
う
の
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ス
カ
ル
ノ
政
府
に
よ
っ
て
す
べ
て
鎮
圧
さ
れ
、
ム
ザ
ッ
カ
ー
ル
も
国
軍
に
よ
り
殺

さ
れ
た
。
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
に
お
け
る
反
乱
は
ム
ザ
ッ
カ
ー
ル
の
個
人
的
野
心
と
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
会
員
で
あ
っ
た

た
め
に
、
そ
の
後
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
に
与
え
た
影
響
も
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
そ
の
事
件
に
ふ

れ
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
い
ず
れ
橋
を
改
め
て
取
り
扱
っ
て
み
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
小
橋
で
は
、
第
二
Ｉ
回
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
’
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
開
催
に
い
た
る
経
過
、
お
よ
び
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ

る
と
と
も
に
、
大
会
の
分
析
を
通
じ
て
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
に
お
け
る
初
期
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
意
味
も
考
察
す
る
。

　
尚
、
史
村
上
の
制
約
も
あ
り
、
必
ず
し
も
詳
細
な
分
析
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
冒
頭
で
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
き

！



た

い

　○

　
　
１
　
大
会
記
録

　
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
は
一
九
コ
ー
年
の
設
立
以
来
、
一
九
四
一
年
ま
で
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
。

て
ゆ
き
、
近
年
で
は
一
九
八
五
年
に
ス
ラ
カ
ル
タ
で
第
四
一
回
目
の
大
会
が
聞
か
れ
る
に
い
た
っ

そ
れ
以
後
は
数
年
お
き
と
間
隔
が
あ

た⑤

　
大
会
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
″
カ
ル
タ
の
中
央
本
部
か
ら
小
冊
子
。
B
o
e

a
h
C
o
n
g
r
e
s
”
が
出
さ
れ
て
い

し
、
こ
れ
は
大
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
簡
単
な
も
の
で
、
大
会
で
何
か
討
論
さ
れ
た
か
は
分
っ
て
も
、
議
論
の
な

か　る⑥

い

。
し
か

み
ま
で

は
知
り
え
な
い
。
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
機
関
誌
　
。
Ｓ
ｏ
ｅ
ａ
ｒ
ａ
　
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｄ
ｉ
ｊ
ａ
ｈ
（
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
声
）
。
。

の
な
か
に
断
片
的
に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
詳
細
な
部
分
ま
で
は
な
か
な
か
知
り
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
例
外
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
二
Ｉ
回
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
の
記
録
（
以
下
『
大
会
記
録
』
と
略
記
）
で
あ
る
。
以
下
、
主
と
し
て
『
大
会
記

録
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　
　
２
　
大
会
開
催
に
い
た
る
経
過

　
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
中
心
都
市
マ
カ
ッ
サ
ル
は
、
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
を
続
け
て
い
る
が
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
が
開
か
れ
る
Ｔ
几
三
二

年
頃
の
人
口
を
み
て
み
る
と
、
次
衷
の
よ
う
に
な
る
。
約
二
Ｉ
万
の
人
口
の
う
ち
、
中
国
人
が
一
割
強
を
占
め
て
い
る
。
当
時
の
首
都
バ

タ
ヴ
ィ
ア
は
別
格
と
し
て
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
人
ロ
ー
○
万
以
上
の
都
市
二
Ｉ
の
う
ち
の
一
つ
に
マ
カ
ッ
サ
ル
は
は
い
っ
て
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

約
二
二
万
の
ジ
ョ
ク
ジ
″
カ
ル
タ
や
パ
ダ
ン
（
一
五
万
）
と
肩
を
並
べ
て
い
る
。
マ
カ
ッ
サ
ル
は
香
辛
料
や
米
、
塩
等
の
交
易
で
栄
え
、

華
僑
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
入
り
こ
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
マ
カ
ッ
サ
ル
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
ジ
″
ワ
第
二
の
貿
易
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
と
の

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



表1　1930年のマカッサルの人口構成

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）

原住民 ヨーロッノ几し 中国人 東洋外国人 合　計

１０１,３０５ 3,457 １５,４８２ ７９７ １２１,０４１

歴史・文化・国際関係」

　　　　　　　　　　⑧

出所）『アジアにおける国民統合-

｜

｜

一
〇
二

緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
。
ス
ラ
バ
ヤ
と
の
間
に
定
期
航
路
が
開
か
れ
、
経
済
や
宗
教
（
イ
ス
ラ
ム
）
上
の

交
流
が
常
に
保
た
れ
て
い
た
。
マ
カ
ッ
サ
ル
は
活
気
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
Ｔ
几
二
六
年
の
支
部
誕
生
以
来
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
順
調
な
発
展
は
、

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
会
員
の
間
に
次
な
る
目
標
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
の
マ
カ
ッ

サ
ル
市
へ
の
誘
致
で
あ
る
。
『
大
会
記
録
』
に
よ
る
と
、
マ
カ
ッ
サ
ル
が
開
催
地
と
し
て
名
の
り
を
上
げ

た
の
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
で
の
第
一
九
同
大
会
の
時
で
あ
っ
た
。
ブ
キ
テ
ィ
ン
ギ
で
の
大
会
は
ジ
″
ワ
島

外
で
初
め
て
で
あ
っ
た
し
、
マ
カ
ッ
サ
ル
と
し
て
も
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ソ
ロ
や
ス
マ

ラ
ン
も
名
の
り
を
あ
げ
た
け
れ
ど
も
、
二
〇
同
は
本
部
の
ジ
ョ
ク
ジ
″
で
、
二
Ｉ
回
は
マ
カ
ッ
サ
ル
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
決
定
さ
れ
た
。
「
大
会
は
す
で
に
ス
マ
ト
ラ
ヘ
渡
っ
て
い
る
し
、
セ
レ
ベ
ス
ヘ
も
渡
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
化
の
光
が
生
ま
れ
出
で
、

セ
レ
ベ
ス
島
中
に
イ
ス
ラ
ム
の
光
が
ぶ
り
そ
そ
ぐ
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
関
係
者
の
期
待
し
た
と
こ
ろ

と
い
え
よ
う
。

　
開
催
地
決
定
の
知
ら
せ
は
イ
ス
ラ
ム
の
雑
誌
。
ビ
ン
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
　
（
イ
ス
ラ
ム
の
星
）
　
乙
に
よ
っ

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
に
報
道
さ
れ
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
会
員
達
は
大
会
の
準
備
に
取
り
か

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
会
当
時
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ム
ハ
マ
デ
ィ

ヤ
の
場
合
、
会
員
数
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
本
部
に
登
録
し
て
い
る
正
式
の
会
員
（
自
認
ｏ
Ｆ
）
と
は

別
に
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
に
寄
付
し
た
り
、
そ
の
行
事
に
参
加
す
る
人
々
（
8
i
m
p
a
t
i
s
a
n
支
持
者
）
と
ム



ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
学
校
や
病
院
等
附
属
施
設
に
属
す
る
人
々
（
k
e
l
u
a
r
g
a
b
e
s
a
r
大
家
族
）
も
含
め
る
場
合
も
多
い
の
で
、
な
か
な
か
数

が
分
ら
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
支
部
数
は
明
確
で
あ
る
。
Ｔ
几
三
二
年
四
月
の
時
点
で
、
ジ
ャ
ワ
二
二
五
、
ス
マ
ト
ラ
二
二
五
、
セ
レ

ベ
ス
二
三
、
ボ
ル
ネ
オ
ー
五
、
そ
の
他
一
八
で
計
四
コ
ハ
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
学
校
数
三
二
四
、
教
師
六
七
二
名
、
生
徒
一
七
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

○
ハ
ー
名
、
ス
ラ
ウ
（
イ
ス
ラ
ム
塾
）
　
一
〇
二
、
モ
ス
ク
三
八
、
図
書
館
一
五
、
事
務
所
ハ
ー
で
あ
っ
た
。
支
部
数
は
ス
マ
ト
ラ
と
比
較

す
る
と
見
劣
り
す
る
が
、
ス
マ
ト
ラ
は
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
先
進

地⑩書
で　館
あ
る
の
で
、
致
し
万
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
設

立
後
二
〇
年
目
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
は
着
実
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
マ
カ
ッ
サ
ル
で
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
が
開
か
れ
る
必
然
性
み
た
い
な
も
の
を
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
実
際
、
マ
カ
。
サ
ル

は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
重
要
な
拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
　
３
　
大
会
の
開
催

　
大
会
開
催
前
後
、
マ
カ
ッ
サ
ル
で
は
、
次
夫
に
見
え
る
よ
う
に
多
く
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ

ち
こ
ち
で
新
聞
や
雑
誌
が
数
多
く
発
行
さ
れ
て
お
り
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
耳
目
を
集
め
や
す
か
っ
た
と
も
い

え
る
。

　
一
九
三
二
年
五
月
一
日
？
七
日
、
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
は
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ム
ハ
マ

デ
ィ
ヤ
の
会
員
た
ち
は
、
一
路
マ
カ
ッ
サ
ル
目
ざ
し
て
集
ま
っ
た
。
中
央
本
部
の
幹
部
た
ち
は
四
月
二
八
日
（
火
）
の
早
朝
、
汽
車
で
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
を
出
発
し
、
ス
ー
フ
バ
ヤ
に
丁
旧
し
た
後
、
フ
フ
ノ
・
デ
ル
・
ヴ
ィ
ー
ク
号
に
て
マ
カ
ッ
サ
ル
港
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
船
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
前
、
ス
ラ
バ
ヤ
協
力
協
会
（
P
e
r
s
a
t
u
a
n
　
C
o
o
p
e
r
a
t
i
e
　
S
o
e
r
a
b
a
i
a
）
は
代
表
百
人
ほ
ど
に
パ
ン
と
氷
の
お
茶
を
ふ
る
ま
っ
た
。

マ
カ
ッ
サ
ル
市
内
で
は
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
組
織
。
ヒ
ツ
ブ
ル
・
ワ
タ
ン
（
H
i
z
b
o
e
1
　
W
a
t
h
a
n
）
　
趾
ら
よ
る
鼓

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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表2　1930年前後マカッサルで発行されていた新聞

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ペ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）

Barisan Rakjat，1931－1932

Chau Sing，1928－1929

Fadjar lndonesia，1931

0etoesan　Dagang，1930

Sin Hwa P0，1934

Soelawesi，1934－1935

Berita Baroe，1929－1941

Dagblad Celebes(B)，1914

Njaring，1928

Pemberita Makassar，1914－1941

Soeara Perdamaian,1930－1931

一
〇
四

出所）Katalog Surat kabar， Perpustakaan Nasional，

　　　　　Jakarta，1984.

　　　　　　　　　　　　　⑩

笛
隊
パ
レ
ー
ド
や
歓
迎
の
号
砲
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
当
地
の
新
聞
マ
カ
ッ
サ
ル
通

信
（
P
e
m
b
e
r
i
t
a
　
M
a
k
a
s
s
e
r
）
が
「
マ
カ
ッ
サ
ル
で
一
度
に
こ
ん
な
多
く
の

人
間
が
参
集
し
た
こ
と
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
の
出
席
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
そ
の
記
録
を
作
っ
た
。
」
と
報
道
し
た
よ
う
に
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
観
が
あ
り
、

大
会
気
分
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
っ
た
。
中
央
本
部
の
幹
部
た
ち
は
、
ホ
テ
ル

や
あ
る
い
は
個
人
の
家
（
華
僑
で
部
屋
を
提
供
す
る
者
が
多
く
い
た
）
に
分
宿
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
の
他
の
各
地
の
代
表
た
ち
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
学
校
に
泊
ま
っ
た
。

　
　
『
大
会
記
録
』
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
の
中
央
本
部
か
ら
委
員
長
の
ハ
ジ
・

　
　
　
⑥

ヒ
シ
ャ
ム
以
下
一
九
名
の
中
央
委
員
が
出
席
し
た
。
大
会
を
運
営
し
た
南
セ
レ
ベ

ス
の
代
表
と
大
会
来
賓
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。



史

学
　
論
　
叢

一
〇
五

表３　南セレベスの支部およびグループの代表

　南セレベス

Celebes Selatan

ガ
　
ガ
　
ガ
　
β
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
β
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
β
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
β
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
ガ
　
か
　
が

　　　　代表者名

1.H.Abbas

2.R.Soehitman

3.J.Daeng Pagissing

4.Zainalabidin

5.Abdulmoettalib

6.H.Andi Mori

7.H.Ambo Dalle

8.A.M.Salasi

9. M. Daeng Nodjeng

10.Daeng Sitaba

11.　H. Haijoeng

12.Abdu1 Ghani

13.Hasim

14.　H.Djalaloedin

15.Abbas bin Dg。Nojeng

16.H.Mh.Tohir

17.Mh.Salim

18.Abdul Latief

19.H.Moehadi

20.Mahmoed

21.H.M.Kasin

22.0esman

23.M.Joesoep

24.H.Mh.Ali

25.K.H.Abdullah

26.M.Salamoen

27.Sangadikoesoemo

28.S.Mansjoer Aljamanl

　支部・グループ名

Batoe－Batoe

Maros

Kadjang

Madjene

Singkang

ガ
　
ガ

Takkalasi

Labakkang

Pangkadjene

Saleier Tambalongan

Rappang

Batoe－Batoe Sengkang

Balanipa

Paloppo

Soppengreadja

Tjampalagm

Belawa

oedjoeng LOE

Paloppo

Boeloek(x3mbo

Bonthain

Bontoala

Pmrang

Consul Makasser

ガ
　
ガ

Z/

出所）Peringatan Congres Moehammadijah ke xxl， 1932



表4　Men9oendioengi　Congres（大会来賓）
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究

（
そ
の
２
）

一

〇

_上．

1.

2.

3.

4.

1.

5.

　　Wakil Pemerintah :（政府代表）

To9an M.Hage Wakil Gouverilevr vazlCeleves.

Toean Hoofd Commissaris van Politie.

Toean Hoofd Recherche PolitikeDienst.

Toean Dr.Cen圈e advisevr voor lnlandshe zaken

　　Wakil Pers

Het Licht

Tentara lslam

　（報道代表）

2.Berit8 Kita

6.Bintang Timoer

3.Berita Kita

7.Alwafd

　　　WakiI Pesrjariktarl:（団体代表）

1.　Pers8toean Ce181ss，Makas。r　2.P.B.Partij Cehlbes

4.　PartijCelebs afd. Maias－r　5. P.N.I.

7.Siap　　　　　　　　　　　　　　8.Shiong Tih Hui

10.1×11.Perlrr，en Watarschappen 11. P.S.I.I.

13. P. G. H. B.　　　　　　　　　　14. Minhadjoes8alam

16.B.0.W.　　　　　　　　　　　17.Persatoean Chaufir

Wakil perhimpoenan isteri

１．Ｐ．Ｐ．０．Ｂ．

l.

4.

　　Jang ternama

Mr.S(xlllario　　2.

Han Boell Tjeng

2.S.P.I.I.

（女性団体代表）

　　3.Jibda

4.Pemberita Makasser

8.Pendoman Kemadjoean

3. Sjarikat Am bon

6.J.I.B.

9. Natipij

12.Partai lndonesia

15.Aradjat(xls－Asna

4.　1slamijah

　（個人名）

Nadjam oddin 3.　R.M.Jahja Dipanegara

　　　5.　Dr.Tan Tjoe Hal

出所）Peringatan Congres Moehammadijah ke xxl， 1932.



南スラウェシのムハマディヤ支部およびグループ図１

　
大
会
の
運
営
委
員
長
は
Ｋ
・
Ｈ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ラ
で
、
彼
は
コ
ン
ス
ル
・
マ
カ
ッ
サ
ル
（
マ
カ
ッ

サ
ル
（
マ
カ
ッ
サ
ル
全
権
代
理
）
の
地
位
に
あ
り

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
を
代
表
す
る
顔

で
あ
っ
た
。
イ
エ
メ
ン
出
身
の
商
人
マ
ン
ス
ー
ル

・
ア
ル
・
ヤ
マ
ニ
は
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
の
書
記
長

と
な
っ
て
お
り
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
の
片
腕
と
し
て

し
て
大
会
運
営
に
奔
走
し
た
。
参
考
ま
で
に
パ
ン

カ
ジ
ェ
ネ
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
一
九
二
七
？

二
八
年
の
段
階
で
は
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
幹
部
の

名
簿
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
片
・

（
(
ｌ
ａ
ｅ
ｎ
ｇ
グ
エ
ン
）
は
ジ
ャ
ワ
の
ラ
デ
ン
や
マ
ス

と
同
様
の
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
貴
族
の
称
号
で
あ
る
。

そ
し
て
表
３
で
の
パ
ン
カ
ジ
ェ
ネ
代
表
は
ダ
エ
ン
・
シ
タ
バ
と
い
う
人
物
で
、
表
５
に
は
全
く
出
て
こ
な
い
の
で
、
役
員
の
交
代
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
大
会
の
運
営
に
関
し
て
は
、
多
く
の
金
と
食
料
品
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
大
半
は
、
各
地
の
支
部
よ
り
の
援
助
や
有
志
か
ら
の
寄

付
に
負
っ
て
お
り
、
ち
な
み
に
、
運
営
資
金
の
収
入
は
五
二
六
四
・
六
四
フ
ロ
ー
リ
ン
で
、
そ
の
う
ち
に
は
各
支
部
よ
り
の
援
前
金
九
〇

一
・
九
六
フ
ロ
ー
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
。
食
べ
物
は
マ
カ
ッ
サ
ル
お
よ
び
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
よ
り
の
寄
付
で
、
米
二
四
・
二
〇
ピ
コ
ル

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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表５　グループ・パンカジェネ（Pangkadjene）の役員

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）

poemoeka（委員長）

poemoeka moeda（副委員長）

djoeroe soerat（書記）

djoeroe wang（会計）

djoeroe periksa（監査）

1.Sewa Moentoe

2.S.Hamid

3.Machmoed Mamase

4. Hadji Masjhoed

5.Boso Bombong

6. Mohamad Nodjeng

7.Abdurrahaman　Sisila

8.Mannce

9.Djamaroedin　patokkong

出所）Soeara　Moehammadijan，1927－1928.

一
〇
八

　
（
一
ピ
コ
ル
は
約
六
〇
㎏
）
、
肉
、
卵
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
野
菜
、

香
辛
料
等
々
が
集
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
尚
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
女
性
組
織
ア
イ
シ
ヤ
　
（
A
i
s
j
i
j
a
h
）
も
同
時
に

大
会
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
ア
イ
シ
ヤ
の
会
場
は
別
に
な
っ
て
お
り
、

同
時
進
行
的
に
大
会
が
運
営
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
大
会
が
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
会
運
営
に

携
わ
る
人
た
ち
の
苦
労
は
、
並
大
抵
で
は
な
い
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、

会
員
た
ち
だ
け
の
手
で
は
実
現
不
可
能
と
も
思
わ
れ
る
。
資
金
や
宿
舎
提

供
の
面
で
華
僑
が
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
余
裕
が
な
い
。

　
　
４
　
大
会
の
決
議
事
項

　
　
　
り

　
　
　
０
　
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
決
議
事
項

　
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
事
柄
の
そ
の
１
は
、
『
大
会
記
録
』
に
よ

る
と
、
日
刊
紙
ハ
リ
ア
ン
・
ア
デ
ィ
ル
（
H
a
r
i
a
n
　
A
d
i
l
）
　
の
発
行
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
日
刊
紙
は
。
ア
デ
ィ
ル
ｙ
欠
叩
名
し
、
ソ
ロ
で
発
行

す
る
。
発
行
委
員
長
の
ム
ル
ヤ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヨ
マ
ル
ト
ノ
以
下
５
名
で
構

成
さ
れ
、
株
式
（
四
〇
〇
株
）
形
式
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。



　
大
会
後
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
デ
ィ
ル
の
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
付
の
記
事
に
は
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
に
関
す
る
次
の
よ
う
な

記
述
が
載
っ
て
い
た
。

　
　
一
九
三
一
年
九
月
二
九
日
、
ブ
ル
ク
ン
バ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
発
会
式
に
ハ
ジ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
（
南
セ
レ
ベ
ス
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
全

権
代
理
）
と
書
記
長
の
マ
ン
ス
ー
ル
・
ア
ル
・

と
も
に
、
五
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
男
女
が
出
席
し

た⑩ヤ

マ
ニ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ヌ
ル
（
グ
ル
ー
プ
・
ガ
ン
タ
ラ
ン
）
の
各
氏
が
臨
席
す
る
と

さ
ら
に
二
週
間
前
の
ア
デ
ィ
ル
に
は
、
一
一
月
に
マ
カ
ッ
サ
ル
で
開
か
れ
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
政
治
団
体
連
合
）
の
会
議
に
ス
カ

ル
ノ
技
師
　
（
l
r
.
S
o
e
k
a
r
n
o
）
　
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
ア
デ
ィ
ル
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
新
聞
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
会
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
貴
重
な
ニ
ュ
ー
ス
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。

　
決
議
事
項
の
そ
の
２
は
、
新
ら
し
い
組
織
と
し
て
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
中
に
。
プ
ム
ダ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
（
P
e
m
o
e
d
a

M
u
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
青
年
部
）
　
乞
こ
設
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
。
ヒ
ツ
ブ
ル
・
ワ
タ
ン
≒
星
目
少
年
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
組
織
と
し
て

Ｔ
几
一
八
年
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
青
少
年
の
問
題
を
取
り
扱
う
べ
く
、
青
年
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
プ
ム
ダ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ

ヤ
は
ヒ
ツ
ブ
ル
・
ワ
タ
ン
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
行
な
う
。

　
プ
ム
ダ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
ア
イ
シ
ヤ
と
並
ん
で
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
中
核
祖
織
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
ゆ
く
。
特
に
、
Ｔ
几
四
七
年

に
イ
ス
ラ
ム
学
生
連
盟
（
７
『
ｒ
ヨ
゛
目
呂
図
ｉ
ａ
ｒ
’
；
ｒ
ｒ

に

』
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は
、
プ
ム
ダ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
メ
ン
バ
ー

は
こ
の
団
体
と
緊
密
な
連
帯
を
保
ち
、
ム
ス
リ
ム
学
生
運
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
ゆ
く
。

　
決
議
事
項
そ
の
３
、
ヒ
ツ
ブ
ル
・
ワ
タ
ン
の
た
め
の
キ
ブ
ノ
プ
フ
ァ
イ
ア
に
つ
い
て
。
儀
式
の
時
に
火
を
汚
す
こ
と
は
ハ
ラ
ー
ム

(
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ａ
ｍ
禁
忌
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
有
益
な
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
は
ム
バ
ー
（
。
∃
ａ
ｒ
Ｆ
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
行
為
）
で
あ
る
。

　
そ
の
４
、
マ
ジ
ュ
リ
ス
・
タ
ル
ジ
‐
（
M
a
d
j
l
i
s

T
a
r
d
j
i
h
法
検
討
会
議
）
の
決
定
。
田
　
T
h
a
h
a
r
a
h
。
Z
a
k
a
t
。
S
i
j
a
m
。

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
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南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
〇

D
j
i
n
a
z
a
h
の
本
を
作
る
。
②
女
性
の
旅
行
に
つ
い
て
の
統
一
認
識
‥
女
が
一
人
で
一
日
以
上
の
旅
行
に
出
か
け
る
の
は
よ
く
な
い
。
し

か
し
、
夫
あ
る
い
は
許
婚
者
と
い
っ
し
ょ
で
あ
れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
、
（
一
人
旅
が
）
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
て

お
れ
ば
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
。
㈲
男
性
が
女
性
を
教
え
、
女
性
が
男
性
を
教
え
る
こ
と
は
何
ら
差
し
つ
か
え
な
い
。

　
こ
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
・
タ
ル
ジ
ー
は
一
九
二
七
年
に
設
置
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
法
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
女
性
の
不
当
な
地
位
と
偏
見
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
改
革
派
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
最
も
重
視
し
て
い
る
部
門
の
一
つ
で
あ
る
。

　
第
５
の
決

（
）
n
d
e
r
w
l
J
s

教
育
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
私
学
校
条
令
（
T
o
e
z
l
c
h
t
　
u
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
　
P
a
r
t
i
c
u
l
i
e
r

さ
せ
る
た
め
に
運
動
す
る
。

　
こ
の
条
令
は
一
九
三
二
年
の
匹
‥
）
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
私
学
校
を
取
り
締
ま
り
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た

た
め
に
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
反
発
を
買
っ
た
。
前
述
の
如
く
、
当
時
た
く
さ
ん
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
学
校
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
学
校
教
育

が
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、
教
育
に
関
す
る
討
論
事
項
と
し
て
、
次
の
様
な
意
見
が
出
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
。

①
教
師
の
待
遇
改
善
・
教
師
が
不
足
し
て
い
る
の
は
そ
の
劣
悪
な
待
遇
に
あ
る
か
ら
で
、
給
料
を
月
二
五
フ
ロ
ー
リ
ン
か
ら
五
〇
フ
ロ
ー

リ
ン
に
上
げ
る
こ
と
。
②
初
等
教
育
の
段
階
か
ら
も
っ
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
学
習
を
徹
底
さ
せ
よ
。
③
教
師
の
講
演
会
を
開
い
て
、
も
っ
と

教
師
の
質
を
高
め
る
こ
と
。
＠
M
U
L
O
（
高
等
小
学
校
）
か
ら
の
生
徒
を
も
っ
と
受
け
入
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。
⑤
｝
ｒ
ｉ
ｒ
ｌ
ｏ
ｏ
｝

（
教
員
養
成
学
校
）
の
ク
ラ
ス
を
も
っ
と
ふ
や
し
、
多
数
の
教
師
を
養
成
す
る
こ
と
。

　
そ
の
他
の
決
議
事
項
と
し
て
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
支
部
や
グ
ル
ー
プ
を
ま
だ
な
い
所
に
ど
ん
ど
ん
ふ
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、
モ
ス
ク

や
家
々
に
対
し
て
、
孤
児
院
の
た
め
に
も
っ
と
寄
付
を
つ
の
る
活
動
を
く
り
広
げ
る
こ
と
が
採
択
さ
れ
た
。



　
　
　
ｊ

　
　
　
‥
＝
　
ア
イ
シ
ヤ
の
決
議
事
項

　
　
　
ぐ

　
そ
の
１
・
㈲
　
ア
イ
シ
ヤ
は
伝
道
（
ぴ
回
俘
）
の
た
め
の
講
習
会
を
持
ち
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
宣
教
者
（
M
o
e
b
a
l
l
i
g
h
a
t
）
を
ぶ
や
し

て
い
く
た
め
の
活
動
を
行
な
う
。
㈲
　
ア
イ
シ
ヤ
は
イ
ス
ラ
ム
宣
教
（
Ｆ
ｆ
ｓ
）
講
習
会
を
持
ち
、
積
極
的
な
宣
教
活
動
（
？
ｏ
ｌ
ｌ
乱
ｒ
）

を
行
っ
て
ゆ
く
。

　
そ
の
２
．
ア
イ
シ
ヤ
は
組
織
強
化
の
た
め
地
域
（
｛
｝
Ｉ
Ｓ
ご
ご
と
に
コ
ン
ス
ル
（
ｎ
ｏ
回
巴
）
　
を
任
命
し
、
各
地
域
よ
り
選
出
の
代
表

者
よ
り
構
成
さ
れ
る
ア
イ
シ
ヤ
本
部
会
議
(
M
a
d
j
l
i
s

P
i
m
p
i
n
a
n
A
i
畳
j
a
h
）
4
設
け
る
。

　
そ
の
３
．
ア
イ
シ
ヤ
は
公
式
会
議
の
と
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
使
用
す
る
。

　
そ
の
４
．
ア
イ
シ
ヤ
は
子
供
た
ち
の
教
育
を
重
視
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
た
ち
は
次
代
を
担
う
世
代
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
５
．
ア
イ
シ
ヤ
の
教
員
養
成
学
校
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ほ
か
に
手
芸
や
料
理
等
の
家
庭
科
を
重
点
的
に
教
え
る
。

　
以
上
が
ア
イ
シ
ヤ
の
決
定
で
あ
っ
た
。
ア
イ
シ
ヤ
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
下
部
組
織
で
あ
る
が
、
独
自
の
会
員
証
を
発
行
し
、
ア
イ
シ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
学
校
や
孤
児
院
を
経
営
す
る
と
と
も
に
、
機
関
誌
と
し
て
。
S
o
e
a
r
a
　
A
i
s
j
i
j
a
hJ
も
発
行
し
て
い
る
。
ア
イ
シ
ヤ
は
ム
ス
リ
ム
女
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Ｓ
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＠

性
の
啓
蒙
団
体
と
し
て
地
道
な
活
動
を
行
っ
て
ゆ
く
。
ジ
″
ワ
貴
族
の
娘
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
西
欧
思
想
の
洗
礼
を
受
け
た
開
明
的
女
性
で
、

女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
と
な
っ
た
が
、
ア
イ
シ
ヤ
の
女
性
た
ち
は
ム
ス
リ
ム
女
性
の
被
教
育
と
地
位
向
上
を
目
ざ
し
て
お
り
、
カ
ル
テ

ィ
ニ
と
は
ひ
と
あ
じ
違
っ
た
女
性
解
放
運
動
の
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
ア
イ
シ
ヤ
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
全
く

や
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
究
明
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
女
性
解
放
運
動
史
解
明
の
鍵
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

　
お
わ
り
に

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
会
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
。
大
会
を
頂
点
と
す
る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
組
織
を
図
示
す
る
と
左
の

　
史
　
学
　
論
　
叢
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図２　ムハマディヤ組織略図

　
　
　
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）

よ
う
に
な
る
。

大　会（ＭＵ’ＴＡＭＡＲ）

る

○

代表者会議（ＴＡＮＷＩＲ）

中央本部（ＰＩＭＰＩＮＡＮ　ＰＵＳＡＴ）

地方会議（ＭＵＳＹＡ ＷＡＲＡＨ　ＷＩＬＡＹＡＨ ）

地方本部(ＰＩＭＰＩＮＡＮ　ＷＩＬＡＹＡＨ)

地域会議（ＭＵＳＹＡＷＡＲＡＨ ＤＡＥＲＡＨ）

地域本部（ＰＩＭＰＩＮＡＮ ＤＡＥＲＡＨ）

支部会議（ＭＵＳＹＡＷＡＲＡＨ　ＣＡＢＡＮＧ）

支　部（PIMPINAN　CABANG）

肢支部会議（ＭＵＳＹＡＷＡＲＡＨ　ＲＡＮＴＩＮＧ）

肢支部（PIMPINAN　RANTING）

会　員（ANGGAUTA）

出所）ＨＡＳＩＬ　ＫＥＰＵＴＵＳＡＮ　ＭＵＳＹＡＷＡＲＡＨ　ＫＥＲＪＡ

ＮＡＳＩＯＮＡＬ　ＭＵＨＡＭＭＡＤＩＹＡＨ　ＭＡＪＬＩＳ ＰＫＵ　ＫＥ　ＶＩ

ＰＩＭＰＩＮＡＮ　ＰＵＳＡＴ　ＭＵＨＡＭＭＡＤＩＹＡＨ，１９８１．）

の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）
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一

一一



　
と
こ
ろ
で
、
前
言
し
た
よ
う
に
、
『
会
議
記
録
』
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
お
り
、
会
議
の
一
部
始
終
が
手
に
と
る
よ
う
に
分
る
マ
カ
ッ
サ

ル
大
会
は
、
長
い
大
会
の
歴
史
の
中
で
も
出
色
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
一
九
二
五
～
三
五
年
の
間
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
・
現
代
史
の
中
で
は
政
治
運
動
の
沈
滞
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

私
学
校
条
令
の
施
行
を
契
機
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
に
対
す
る
闘
争
の
Ｉ
つ
が
展
開
さ
れ
る
。
特
に
、
タ
マ
ン
・
シ
ス

づ

の
指
導

者
キ
・
ハ
ジ
″
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
植
民
地
政
庁
に
条
令
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
に
最
も
強
硬
に
抵
抗
し
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
政
治
運

動
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
身
近
な
問
題
の
一
つ
私
学
校
条
令
に
対
し
て
は
無
関
心
で
は
お
れ
な
か
っ
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は

。
ア
デ
ィ
ル
瓢
に
問
度
か
寄
稿
し
、
反
対
意
見
を
開
陳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
る
ご
と
く
、
こ
の
時
期
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
と
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
と
は
あ
る
程
度
の
協
力
関
係
を
保
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
は
そ
の
契
機
と
な
り
え

た
と
思
う
。

　
次
に
、
ア
イ
シ
ヤ
と
並
ぶ
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
内
の
有
力
組
織
プ
ム
ダ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
こ
の
大
会
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ム
ハ
マ
デ
ィ

ヤ
の
組
織
化
の
徹
底
が
こ
の
大
会
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
き
た
時
期
に

あ
た
る
。

　
加
え
て
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
歴
史
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ワ
中
心
主
義
で
あ
っ
た
従
来
の
体
質
が
改
善
さ
れ
、
こ
の
団
体
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
体
を
網
羅
す
る
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
中
心
組
織
と
し
て
飛
躍
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
の
が
こ
の
大
会
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
、
ア
イ
シ
ヤ
の
会
議
に
お
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
使
用
が
正
式
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
大
会
の
成
功
は
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
会
員
に
大
き
な
自
信
を
植
え
つ
け
、
イ
ス
ラ
ム
改
革
運

動
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
二
四
回
大
会
は
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）
で
開
か
れ
、
ム
ハ

マ
デ
ィ
ヤ
の
拡
大
は
決
定
的
と
な
る
。

　
　
　
史
　
学
　
論
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南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
四

　
尚
、
マ
カ
ッ
サ
ル
で
は
一
九
七
一
年
、
再
度
、
第
三
八
同
大
会
を
開
催
す
る
が
、
こ
の
大
会
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

そ
れ
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
の
米
使
用
に
よ
り
、
こ
の
大
会
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
の
対
応
に
つ
い
て
全
く
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。

註①
拙
稿
「
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
１
）
Ｉ
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
設
立
に
関
す
る
覚
え
書
よ

　
　
『
史
学
論
叢
』
第
一
八
号
　
昭
和
六
三
年
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
　
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
・
ス
ン
ガ
イ
バ
タ
ン
支
部
は
一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
ｒ
．
Ｈ
ａ
ｍ
ｋ
ａ
。

　
M
u
h
a
m
m
a
d
i
y
a
h
d
i
M
i
n
a
n
g
k
a
b
a
u
。
Y
a
y
a
s
a
nN
u
r
u
ll
s
l
a
m
。1
9
7
4
.
　
に
詳
し
い
。

③
拙
稿
「
パ
ン
チ
ャ
・
シ
ラ
（
五
原
則
）
と
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
大
会
Ｉ
第
四
一
回
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
大
会
に
出
席
し
て
Ｉ
」
『
史
学
研
究
』
一
七
号

　
　
二
九
八
七
年
三
月
二
〇
日
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
　
カ
ハ
ル
・
ム
ザ
ッ
カ
ー
ル
に
つ
い
て
2
j
’

‘
‘
P
r
o
f
e
s
s
o
r

H
a
j
i［
A
b
d
u
l
］
K
a
b
a
r
M
u
z
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k
k
i
ra
乱
t
h
e

d
e
v
o
l
o
p
m
e
n
t
o
f

　
M
u
s
l
i
m
r
e
f
o
r
m
i
s
t
m
o
v
e
m
e
n
ti
l
ll
n
d
o
n
e
e
s
i
a
｡
”
i
n

B
e
n
e
d
i
c
t
R
.
０
’
Ｇ
．
Ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
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Ｍ
ｉ
ｔ
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ｕ
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ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
。

　
a
n
d

M
o
h
a
m
m
a
d

S
l
a
m
e
t
。R
e
l
i
g
i
o
n
a
n
d
S
o
c
i
a
lE
t
h
o
si
n
l
n
d
o
n
e
s
i
a
。

C
e
n
t
r
eo
f
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
8
i
a
n

　
S
t
u
d
i
e
s
。
M
e
l
b
o
u
r
n
e
。
M
o
n
a
s
h

u
n
i
v
e
r
s
i
t
y
。

1
9
7
7
.
が
あ
る
。

⑤
註
①
で
ふ
れ
て
い
る
。

⑥
　
例
え
ば
、
一
九
三
八
年
マ
ラ
ン
で
開
か
れ
た
第
二
七
回
大
会
の
。
B
u
a
h

K
o
n
g
r
e
s
”
な
ど
は
、
わ
ず
か
ハ
ペ
ー
ジ
の
粗
末
な
ガ
リ
仮
刷
り
で



　
あ
る
。

⑦
　
r
e
n
n
g
a
t
a
n
u
o
n
g
r
e
sj
y
l
u
h
a
m
m
a
d
l
J
a
h

k
e
x
x
l
。
H
o
o
f
d
B
e
s
t
u
u
rM
o
e
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h
。
1
9
3
2
.

⑧
　
土
屋
健
治
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
統
合
Ｉ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
Ｉ
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
民
統
合
Ｉ
歴
史
・
文
化
・
国

　
際
関
係
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
八
年
　
一
六
六
頁
。

⑨
　
同
右
書
同
頁
。

⑩
　
P
e
r
i
n
g
a
t
a
n
C
o
n
g
r
e
s
　
M
o
e
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h

k
e
x
x
l
。
o
p
.
c
i
t
.
。
P
.
6
.

⑨
　
S
o
a
r
a
M
o
e
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h
。
1
9
3
2
。
P
.
9
9
1
.

⑩
　
T
a
u
f
i
k
　
A
b
d
u
l
l
a
h
。
S
c
h
o
o
l
s

a
乱
r
o
l
l
t
l
c
s
:
　
T
n
eK
a
u
m

j
V
l
u
d
a
l
V
l
o
v
e
m
e
n
t

i
n
W
e
s
t
　
S
u
m
a
t
r
a

（
1
9
2
7
‐

　
1
9
3
3
)
。
C
o
r
n
e
1
1
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
。
1
9
7
1
.
4
1
S
ょ
。

⑩
　
こ
の
書
は
一
ハ
ー
○
―
一
九
八
四
年
ま
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。

⑩
　
P
e
r
i
n
g
a
t
a
nC
o
n
g
r
e
sM
o
e
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h
k
e
x
x
l
。
o
p
.
c
i
t
.
。
P
.
1
2
.

⑩
l
b
i
d
.
。
P
.
1
5
.

⑩
　
l
b
i
d
.
。
P
P
.
1
3
‐
1
4
.

⑥
　
ハ
ジ
・
ヒ
シ
ャ
ム
は
一
九
三
二
年
か
ら
三
六
年
ま
で
中
央
本
部
委
員
長
を
つ
と
め
た
。

⑩
　
ア
イ
シ
ヤ
は
一
九
一
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。

＠
　
A
d
i
l
。
1
7
0
c
t
o
b
e
r
。
1
9
3
2
.

⑩
　
現
在
の
ア
デ
ィ
ル
は
雑
誌
で
あ
り
、
月
の
一
日
と
一
五
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

⑩
｛
｝
l
a
.
n
g
u
a
a
a
u
l
l
l
u
l
l
u
j
j
l
p
u
l
s
　
1
J
e
J
a
x
'
a
l
l

r
t
j
r
J
u
a
l
l
g
a
l
l

n
l
l
n
p
u
n
a
n
　
j
V
l
a
n
a
S
I
S
g
Z
a

l
S
l
a
n
l
(
T
h
.

1
9
4
7
‐
1
9
7
5
)
。
P
T

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
五



　
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ
ベ
ス
）
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
研
究
（
そ
の
２
）

B
i
n
a
l
l
m
u
。S
u
r
a
b
a
y
a
。
1
9
7
6
.
4
参
照
さ
れ
た
い
。

一

一

　ｌ。

ノペ

⑩
｛
｝
r
.
S
.
L
.
v
a
n
d
e
r
W
a
l
。
H
e
t

o
n
d
e
r
w
i
j
s
b
e
l
e
i
d

i
n
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
‐
l
n
d
i
e

1
9
0
0
‐
1
9
4
0
。
J
.
B
.

W
o
l
t
e
r
s

　
G
r
o
n
i
n
g
e
n
。
1
9
6
3
.
　
に
詳
し
い
。

⑩
　
ス
ア
ラ
・
ア
イ
シ
ヤ
は
一
九
二
五
年
か
ら
現
在
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

⑩
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
教
育
観
に
つ
い
て
は
、
戸
田
金
一
「
オ
ラ
ン
ダ
の
言
語
政
策
と
そ
の
反
響
」
　
『
近
代
ア
ジ
ア
教
育
史
（
上
）
』
所
収
、
多
賀
秋
五

　
郎
編
著
　
岩
崎
学
術
出
版
社
　
一
九
六
九
年
　
を
見
よ
。

⑩
　
土
屋
健
治
『
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
研
究
Ｉ
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
成
立
と
展
開
Ｉ
』
　
創
文
社
　
昭
和
五
七
年
　
の
第
九
章
に
詳
し
い
。

付
記

　
本
稿
は
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
海
外
学
術
調
査
「
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
宗
教
社
会
の
史
的
実
地
調
査
」
　
（
責
任
者
今
永
清
二
広
島
大
学
教
授
）

の
成
果
報
告
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
今
永
教
授
の
御
指
導
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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